



JAPIA conducted drive test of “NANO” by TATA，India and “QQ” by Cherry，PR
C. Taking this opportunity, JAPIA issued questioners to who joined drive-test.
Answers on NANO reveal those Japanese parts suppliers are confused by NANO’s position in the Ma
rket.
Answers on QQ show that Japanese parts suppliers have find QQ and Chinese Auto makers may bec






























全長 3099mm、全高 1652mm、全幅 1495mm、車重 600kg、排気量 624cc 水冷直列２気筒
② QQの外観寸法等は以下の通りである。
全長 3550mm、全高 1485mm、全幅 1495mm、重量 880kg、排気量 812cc 水冷直列３気筒
































Ａ：運転者・同乗者共通項目 記載事項： 評価点 所見(自由記述)





A-3 塗装 A-4 ドアの開閉・ドアロックのスムーズさ
A-5 ドア閉め音 A-6 着座のしやすさ
A-7 シートのフィット感・ホールド性 A-8 シートベルトの装着性
A-9 ヘッドクリアランス(天井高) A-10 前方･周囲の視認性
A-11 シートのクッション性能 A-12 サスペンションのクッション性能
A-13 室内騒音 A-14 排気臭
A-15 室内臭
Ｂ：運転者限定項目 記載事項：評価点 所見（自由記述）
B-1 ドライブキー差し込みのなめらかさ B-2 ドライビングポジションの取りやすさ
B-3 ハンドルのフィット感 B-4 後方ミラー類の視認性
B-5 メーターの視認性 B-6 コントロール類の扱いやすさ
B-7 ペダル類の配置・面積・踏力 B-8 パーキングブレーキの扱いやすさ
B-9 セルスタータの掛かり具合 B-10 アイドリングの安定感
B-11 ギヤの入り具合 B-12 クラッチの繋がり具合
B-13 発進のスムーズさ B-14 アクセルの応答性
B-15 加速性能 B-16 ブレーキの効き具合
B-17 エンジンブレーキの掛かり具合 B-18 タイヤのクリップ感
B-19 ステアリングの応答性 B-20 取り回しの良さ(回転半径）



























































































































































































































































2004年 2005年 2006年 2007年 2008年
その他
欧州
北米
アジア
中国
78,713
84,783
61,980
93,454
54,630
億円
18
出典：自動車部品工業会海外事業概要調査から作成
ＮＡＮＯは近い将来のインド大衆車市場の成長を意識したＴＡＴＡによるマーケティング戦略
上の布石と解釈されていると思料される。今回試乗会での対照車選択に当たり、日本の部品メーカ
ーが原動機付き自転車、軽自動車、１Ｌを超えるガソリンエンジン車等広範囲な車種に言及したこ
と自体、部品メーカー各社が「インドのマーケットのマス消費者層は、「原付利用層にも入手可能
な４輪車」から入り、所得の成長と平行して軽からリッターカークラスに移動する」というストー
リーを無意識下に共有しストーリーの発展段階に応じた車種が比較の対象とされた結果だと考え
られる。
この比較的単純なストーリーの共有現象は本邦自動車部品メーカーによるインドの自動車マー
ケットのイメージ形成が深化しておらず、一時的な仮説形成しかできていない事による。
これは情報をOEMに依存し、自前のインドの自動車事情の情報が不足していること、さらに各日
系ＯＥＭ自身のインドマーケットに対する具体的な戦略を部品サプライヤーが可視化出来ていな
いことに起因するものと考えられる。
インドマーケットはリスクそのものの所在を明らかにすることから要求される、リスクの可視化
とその管理の難しいマーケットと意識されつづける事になろう。
